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［要約］ 本研究では，地理情報システム（GIS = Geographic Information System）のプ

ラットフォームを活用して地域の文脈全体を包括的かつ体験的に把握する学びの可能性を

論じる。その学びは，教育プログラムが設定する目的と対象の枠組みを超えた多様な地域

の要素にも開かれており，「変革への転換点」にも連なる学びである。

GIS のプラットフォームは，市民が地域情報をスマホで入力することで，主体的に地図

づくりに参画する方策を開いた。プラットフォーム上で市民・企業・政府が共創するデジ

タル地図やデータは，一種のコモンズのように共同で生産・利用・管理されている。

また，本研究では GIS のレイヤ（層）をメタファーにして地域を把握する手法を試み

る。一般図を背景図として様々なデータのレイヤを重層的に表示する GIS のように，地域

においても土地や地物，人や動植物，社会・経済・環境・文化・制度など多様な要素が重

層的に存在すると把握することが可能となる。

［キーワード］レイヤ，GIS，ESD for 2030， SDGs，地域

１．はじめに

2020 年から 2030 年にける ESD の実施に関

する世界的な枠組みである ESD for 2030（1）

では，学びがいかに「変革をもたらす行動」

に至るかを「必要な考察」の一つとして論じ

ている。既存の思考・行動・生活様式を打ち

砕くことでもたらされる個人の変革には，気

づき・複雑さの理解・共感・思いやり・エン

パワーメントの段階があること，変革の過程

やペースは人それぞれであること，学習者は

現実に晒される経験を通して現実の課題や当

事者・関係者との深いつながりや共感，思い

やり，そして「変革への転換点」に到達する

ことは共通している，としている。

学習者が現実世界に晒される学びとして，

まち学習や生きもの調査などの地域学習があ

る。地域学習の中でも ESD や PBL(Problem & 

Project Based Learning)は，地域課題の解

決を通した地域と学習者の変革を志向する。

本研究は，変革を志向する地域学習におけ

る地域の捉え方とその可能性を検討する。

地域学習の基盤は地域の把握の仕方であ

り，地域の把握には地図が用いられてきた。

地図の技術進化は，地域観に影響を与えてき

た。本稿では GIS の技術をメタファーに「レ

イヤの重なり（オーバーレイ）」として地域

を把握する（2）。地域をオーバーレイと把握

すると多様な地域の要素が重層的に存在する

ことがわかる。

スマートフォンの GIS のプラットフォーム

には，市民参加で地図を作成するものや地域

情報を共有・アーカイブできるもの，あるい

は特定の場所に誘導するものがある。このよ

うなプラットフォームは，多様で重層的な地

域の要素を全体的かつ包括的に把握する地域

学習に活用できる。そして，地域での偶発的

学びも含めて「変革への転換点」に連なる地

域学習に開かれる可能性がある。
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２．地図の技術進化と発展

地域学習の基盤は地域の把握である。地域

の把握には地図が使われてきた。他方，地図

は地域の把握の仕方を反映する。以下では地

図の技術進化（3）と発展を素描する。

地図とは，現実世界の特徴要素を抽出し

て，空間に関わる認識を抽象化・記号化した

うえで，図として相手に空間情報を伝えるコ

ミュニケーションツールである（4）。

図１（5）では，もっとも単純なアナログ地

図による空間情報のコミュニケーションが描

かれている。このような地図は太古の時代か

ら現在でも活用されている。

図 1 地図の基本構造（森田 2021）

多くの人と空間情報を共有するには，正確

で精度の高い地図が必要となる。そのような

地図づくりには，太陽や星の天体観測で位置

や方位を決めて距離や面積を測ることと，や

はり天体観測に基づく時間の計測，そして数

学的処理が必要であった。このような測量は

古代エジプトで行われ（6），局地的に正確な

地図がつくられた。世界規模の広域的な地図

が必要となったのは 15 世紀の大航海時代以

降であった。ここでも天体観測で位置と時間

を特定し，移動の距離と時間から数学的な処

理で位置を特定し，地図を作成した。緯度は

天体観測で計測できたが，経度の計測は移動

時間を正確に測る高精度の時計が開発された

18 世紀に実現した（7）。16 世紀に発明された

三角測量の技術は 20 世紀後半まで使われ

た。

19 世紀に写真が発明され 20 世紀に航空機

が発明されたことで，1910 年頃には航空写真

による測量が可能となり，対象物に接触せず

に測定するリモートセンシングが可能となっ

た。人工衛星によるリモートセンシングは，

1950 年代に軍事用偵察技術としてはじまり，

1960 年代以降は主に気象衛星の分野で民間転

用が進んだ。1972 年に米国が打ち上げた気象

観測衛星 LANDSAT-1 からの観測画像は全世界

に公開され，衛星画像を活用したリモートセ

ンサリングが発展した（8）。現在では衛星画

像は各国政府のみならず，民間企業からも無

償・有償で提供されている。

測位衛星の信号を受信することで位置を特

定する GNSS（Global Navigation Satellite

System =全球測位衛星システム）の嚆矢が，

米国の GPS である。GPS は 1970 年代から軍事

技術として開発が進められ，1990 年代には民

間利用にも開放された。ただし民間利用に

は，SA（Selective Availability)という衛

星測位の精度を意図的に下げる信号劣化処理

がされていた。2000 年 5 月に米国政府が SA

を解除した結果，GPS の受信端末による測位

精度が向上し，企業や市民が GPS 端末を活用

して誰でも位置情報を把握できるようになっ

た。カーナビゲーションシステムやスマート

フォンなどの GPS 端末の普及は，新しい地図

サービスの提供を準備した（9）。

地図の作成は，政府が主導して進めてきた

が，衛星画像や GPS・GNSS が民間に開放され

てゆくに伴い，企業や市民が正確で精度の高

い地図づくりに参画できるようになった。

GIS の普及も，企業や市民による地図づく

りを促進した。GIS の開発は 1960 年代からは

じまり，1980 年代には実用化され，1990 年

代にはパーソナルコンピュータでも使用可能

となった。インターネットが発達すると，

GIS で利用できるデータも増加した。1994 年

に米国のクリントン大統領は「地理データの

取得とデータへのアクセスを促進する：国家
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の空間データのインフラ」という大統領令を

発し，米国政府の地形や道路のデータを無償

で誰もがダウンロードできるようにした。同

時期に日本でも国土地理院が有償でデータを

販売する。2007 年には「地理空間情報活用推

進基本法」が制定され，国土地理院のウェブ

サイトから基本的な地図データを無償で入手

できるようになった（10）。

以上のように地図技術の進化にはいくつか

転換点はあったが，地域の把握に関連して二

つの転換点を指摘したい。

第一に，「アナログ地図からデジタル地図

へ」である。紙を媒体としたアナログ地図と

違い，デジタル地図は電子データなので，作

成・複製・交換・共有・閲覧・投影・配布が

容易である（11）。

第二に，「政府主導から企業・市民の参画

へ」である。地図は従来から国土の把握や徴

税，軍事のために政府が主導して整備してき

た。衛星画像や GNSS が民間に開放され，イ

ンターネットで政府の地図データに企業や市

民がアクセスできるようになり，また GIS や

スマートフォンが普及すると，民間でも正確

で精度の高い地図が作成できるようになっ

た。Google は Google マップ（12）や Google

Earth（13）などで GIS のプラットフォームを

運営している民間企業である。2004 年に英国

で始まった OpenStreetMap（OSM）（14）は，市

民発の GIS プラットフォーム（15）である。政

府が提供する地図や衛星画像を基に市民ボラ

ンティアが地物をトレースし，ウエブ上で相

互検証しながら共創してゆく。登録ユーザー

は 800 万人以上である。OSM のデジタル地図

は一定の条件に従えば，営利目的も含めて誰

でも共有・翻案可能な Creative Commons 4.0

「表示」となっている。

このように，政府が整備した地図を市民や

企業が利用するだけであったアナログ地図の

時代と違い，今日では誰もが GIS を活用し

て，政府や企業が提供するデータや市民自ら

が作成したデータをもとに，デジタル地図を

作成できるようになった。

３．スマートフォン GIS のプラットフォーム

GPS・GNSS で位置情報を把握し，現地でデ

ータの入力・表示ができるスマートフォン

GIS のプラットフォームとしては，市民参加

で地図を作成する Mapillary や Monumento，

特定の場所へ誘導するゲームを提供するまち

クエストや Geocaching などがある。

Mapillary は Meta が運営する WebGIS のプ

ラットフォーム（16）である。市民がスマート

フォンやカメラ，カーナビゲーションシステ

ムで撮影した位置情報つきの街路景観画像

が，世界で 20 億以上のオープンデータとし

て提供されている（17）。市民にとっては，自

分たちの位置情報つきの画像で地域の現状を

更新するというデジタル地図の作成（18）であ

ると同時に，地域の今を未来に向けて記録す

るアーカイブのプラットフォームでもある。

Monumento（19）は，（株）まちクエストが運

営する市民参加型の案内板データベースであ

る。市民が案内板や記念碑の写真を撮影し，

現地でスマートフォンからアップロードする

ことで，案内板の位置や画像等の基本情報，

説明文のテキスト化・多言語化，そしてデー

タの共有を行う。2024 年 2 月で 16,000 以上

の案内板データが収集されている。データは

著作権を放棄する Creative Commons 0 を設

定して投稿できる。多くの人が自由にデータ

を利用できるようにするためである。

（株）まちクエストは，まちクエストとい

うゲームも運営している。このゲームでは，

スマートフォン GIS を利用して全国各地の

「クエスト」という場所まで移動し，クイズ

に回答する。クエストの 100ｍ以内に近づか

なければ問題は表示されない。回答するとポ

イントが付与されるが，特に利益があるわけ

ではない。ユーザーはクエストを設置するこ

ともできる。2024 年 2 月で約 72,200 のクエ
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ストと 44,340 人の登録ユーザーがいる。

Groundspeak. Inc.が運営する Geocaching

もスマートフォン GIS で現地に人を誘導する

ゲームである。スマートフォンの GIS アプリ

でジオキャッシュと呼ばれる宝箱を探し，発

見したらログを残すという宝探しゲームであ

る。190 カ国以上で 300 万個以上のジオキャ

ッシャが隠されている。登録ユーザーはジオ

キャッシュを隠すこともできる。Geocaching

でもジオキャッシュの発見数・隠した数は記

録されるが，それによって特に利益があるわ

けではない。現実世界で宝物を探す活動自体

が魅力となっている。

これらのスマートフォン GIS のプラットフ

ォームには共通点がある。まず，ユーザーが

情報の利用者であるとともに提供者であり，

問題点の指摘や修正を勧告する管理者でもあ

る，という点である。ユーザーは，デジタル

地図のデータや情報を共有財＝コモンズのよ

うに共同で生産・利用・管理をしている。

ユーザーと現実世界を直接結びつけること

も共通点である。Mapillary や Monumento は

ユーザーが現地で地域情報のデータを収集・

入力する。まちクエストや Geocaching で

は，現地に行ってクイズや宝探しをする。

地図づくりやゲームを目的に現地を訪れる

ユーザーは，その過程で現実世界としての地

域の多様な要素に出会う。そこでは偶発的な

地域学習が生じる可能性がある。

４．レイヤの重なりとしての地域

地図の技術は現実世界を把握するために進

化してきた。GIS もデジタル地図で現実世界

を把握する技術である。GIS をメタファーと

した地域の把握を試みたい。

アナログ地図では，紙などの媒体の同一平

面上に道路や建物などの地物を描いてゆく。

これに対して GIS では，地形なら地形，道路

なら道路，建物なら建物というようにデータ

を種類ごとに一つのレイヤ上で情報を処理す

る。地点や地物のレイヤでは，点・線・図形

を用いて幾何学的に空間や情報を表現する。

また，山の高さや川の長さ，ビルの名称など

位置や地物に付随する人や物の状態を点やテ

キスト，数値，グラフや図表で表す「属性情

報」のレイヤも存在する。どのレイヤにも緯

度経度などの「位置情報」が処理されてい

る。位置情報を一致させたレイヤを重ね合わ

せ，重層的に表示（オーバーレイ）した画像

が，デジタル地図である。（20）。

図 2 GIS とレイヤ（Campbell & Shin 2011）

GIS では，地形や交通，区画を表わす一般

図のレイヤを背景地図（ベースマップ）にし

て，目的に応じて人や動植物，社会・経済・

環境・文化・制度など様々なデータのレイヤ

を重ねて主題図を表示する。各レイヤの表示

はオン・オフで切り替えられるので，目的に

応じた様々なオーバーレイをデジタル地図と

して表示できる。

現実世界である地域も，レイヤの重なりの

ようなものである。地域には土地や地物，人

や動植物，社会・経済・環境・文化・制度な
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ど多様な要素が重層的に存在している。地域

をオーバーレイと把握すると，地域の文脈を

包括的かつ重層的に認識し，地域を構成する

要素のレイヤごとの分析やレイヤ間の関係性

の分析が可能となる。

５．地域学習の枠組みと地域認識

地域学習では目的が設定され，その目的を

達成するために学習内容・教材・学習方法・

評価方法などのプログラムを策定する。そこ

では学習目的のために学習内容の対象が限定

される。ESD や PBL を地域学習として実施す

る場合も，「持続可能な社会づくり」や「課

題解決」を目指してプログラムを設定し，対

象を限定する。地域で学習者が持続可能な社

会の構成要素や地域課題を見出して対策を構

想するように構成されているプログラムも多

い。このように，プログラムが設定した目的

や対象が，地域学習の枠組みとなる。

地域学習の目的に応じて地域の枠組みを設

定し，地域の範囲と要素を限定することは問

題ではない。ただし，範囲と要素を限定した

「地域」の認識には注意が必要である。

アナログ地図では，地域の要素が同一平面

上で描かれているため，描かれていない要素

には注意が向かない。同様に，アナログ地図

的に地域を把握する地域学習では，プログラ

ムが想定した要素にしか注意が向かない。

他方，デジタル地図では，表示されない地

域の要素についても，存在しているが表示し

ていないレイヤとして認識できる。デジタル

地図的に地域を把握する地域学習では，プロ

グラムが想定していなかった地域の要素を発

見したら，新たなレイヤでその要素を記録す

れば良い。想定外の地域の要素との出会いが

もたらす偶発的な学びにも開かれている。オ

ーバーレイとして地域を認識すると，現実世

界の複雑な文脈を全体的かつ包括的に把握す

ることが可能となる。

現実世界の複雑さは ESD や SDGs でも指摘

されている。国立教育政策研究所(2012) で

は，ESD の枠組みにおいて「持続可能な社会

の構成概念」として「多様性」「相互性」「有

限性」「公平性」「連携性」「責任制」を例示

している。これらは要素から構成され，相互

に作用し，変化するシステムとして把握でき

る（21）。2030 アジェンダは，SDGs の 17 のゴ

ールが相互に関係して分割不能で一体であ

る，としている。このように，ESD も SDGs も

現実世界の要素が一種のシステムとして複雑

な構造であるとしている。ある教育プログラ

ムが設定した枠組みだけで現実世界としての

地域を把握しても十分ではない。現実世界の

構造を観察する際にも，地域をオーバーレイ

として認識することは重要な視点となる。

６．おわりに

ESD for 2030 が指摘する「変革への転換

点」に ESD や PBL が至るには，プログラムが

設定した地域の枠組みだけに固執せずに，偶

発的な学びにも開かれる必要がある。

ESD for 2030 は，技術が持続可能性の問題

を解決するとの幻想を戒めている。最新技術

を活用した GIS のプラットフォームは一種の

コモンズであるが，政府・企業・市民の関係

性の変化によっては，将来市場や政府が支配

する可能性も意識しなければならない。
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